
 

日本農業気象学会2007年度第 2回理事会議事録 

 
日  時 ： 2 0 0 7 年 1 2 月 1 4 日 （ 金 ） 1 3 : 0 0～ 1 7 : 3 0  
場  所：東 京 大 学 農 学 部 7 号 館 A 棟 7 階 7 1 7 号 室（ 東 京 都 文 京 区 弥 生 1 - 1 - 1） 
出 席 者 ： 大 政 ， 小 林 ， 横 山 ， 田 中 ， 荊 木 ， 小 沢 ， 北 野 ， 沖 ， 松 岡 ， 朝 倉 ，

大 野 ， 宮 田 ， 大 原 ， 青 木 ， 蔵 田 ， 富 士 原  
欠 席 者 ： 平 野 ， 皆 川 ， 後 藤 ， 井 上 ， 町 村 ， 脇 水 ， 王 ， 渋 谷 ， 菅 谷 ， 清 野 ，

早 川  
 
［ 議 事 録 確 認 ］

 1 .  2 0 0 7年 度 第 1回 理 事 会 議 事 録 報 告 （ 宮 田 ， 資 料 1）  
 承 認 さ れ た 。  

 

［ 報 告 ・ 連 絡 事 項 ］  

 1 .  日 本 農 学 賞 受 賞 候 補 者 の 推 薦 審 査 経 過 と 今 後 の 対 応 （ 大 原 ）  
 学 会 賞 審 査 委 員 会 よ り 候 補 者 の 推 薦 は 不 適 当 と す る 旨 の 報 告 が 成 さ れ

た が ， 委 員 会 内 で の 意 見 集 約 方 法 の 一 部 は 不 適 切 で あ っ た と す る 意 見 が

あ っ た 。2 0 0 8年 6月 以 降 の 理 事 会 で 次 年 度 以 降 の 対 応 方 法 を 審 議 し ，今 年

度 は 審 議 未 了 と す る 。  

 2 .  日 本 農 学 会 運 営 委 員 会 （ 富 士 原 ）  
 平 成 1 9年 度 第 2回 日 本 農 学 会 運 営 委 員 会 に つ い て 報 告 が あ っ た 。次 回 の

日 本 農 学 会 評 議 員 会 は 2 0 0 8年 1月 に 開 催 さ れ ，評 議 員 の 役 割 お よ び 運 営 委

員 会 常 任 委 員 の 新 設 等 に つ い て 議 論 さ れ る 予 定 で あ る 。  

 3 .  日 本 農 学 会 平 成 2 0年 度 評 議 員 ， 運 営 委 員 お よ び 会 員 数 調 査 （ 富 士 原 ）  
 本 学 会 か ら の 評 議 員 に 蔵 田 会 長 ，運 営 委 委 員 に 富 士 原 理 事 を 届 け 出 た 。

会 員 数 は 2 0 0 7年 1 0月 末 現 在 の 9 2 4名 を 報 告 し た 。  

 4 .  日 本 農 学 会 加 盟 学 協 会 に お け る 問 題 点 お よ び 政 府・学 術 会 議 へ の 要 望 調

査 （ 富 士 原 ）  
 会 長 と 副 会 長 が 対 応 し ， 小 規 模 学 協 会 へ の 財 政 支 援 を 要 望 す る 旨 の 意

見 を 回 答 し た 。  

 5 .  農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局 依 頼 の 農 林 水 産 研 究 に 関 す る 研 究 シ ー ズ 提 案

（ 富 士 原 ）  
 大 原 理 事 が 対 応 し ， 若 干 数 の 研 究 シ ー ズ を 回 答 し た 。  

 6 .  2 0 0 7年 度 予 算 執 行 状 況 （ 朝 倉 ， 資 料 7）  
 予 算 執 行 状 況 は 予 定 通 り で あ る 。 会 費 未 納 者 が 多 い た め 督 促 郵 便 を 発

送 す る 。  

 7 .  会 員 の 入 会 ・ 異 動 ・ 情 報 フ ォ ー ム の 統 一 （ 朝 倉 ， 資 料 2）  
 シ ル バ ー 会 員 の 追 加 を 機 に フ ォ ー ム を 資 料 2の 通 り と す る 見 直 し 案 が

提 示 さ れ た 。  
電 子 メ ー ル ア ド レ ス の 記 入 を 促 す 文 言 を 加 え る と と も に ， 個 人 情 報 公 開
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の 可 否 を 確 認 し て い な い 会 員 に つ い て は ， 名 簿 掲 載 の 可 否 を 問 う 方 法 を

会 計 理 事 が 検 討 し て 対 応 す る 。  

 8 .  2 0 0 6年 度 日 本 農 業 気 象 学 会 賞 （ 論 文 賞 ） 受 賞 者 の 追 加 （ 宮 田 ）  
 2 0 0 6年 度 の 対 象 論 文 の 著 者 か ら の 意 見 を 受 け ， 編 集 委 員 会 ， 学 会 賞 審

査 委 員 会 と 協 議 の う え 共 著 者 を 受 賞 者 に 加 え る こ と と し ， 共 著 者 に 表 彰

状 を 送 付 し た 。  
今 後 も 著 者 全 員 を 受 賞 者 と す る と と も に ， 共 著 者 が 非 会 員 の 場 合 で も 受

賞 者 と し ， そ の 共 著 者 に は 入 会 を 呼 び か け る 。  

 9 .  学 会 賞 受 賞 者 推 薦 （ 宮 田 （ 学 術 賞 ･普 及 賞 ･功 績 賞 ）， 資 料 3；  小 林 （ 論

文 賞 ･奨 励 賞 ））  
 学 術 賞 4件 ， 普 及 賞 0件 ， 功 績 賞 0件 ， 論 文 賞 0件 が 推 薦 さ れ て お り ， ま

た 奨 励 賞 1件 が 編 集 委 員 会 に よ っ て 推 薦 さ れ て い る 。  

1 0 .  学 会 賞 受 賞 者 選 考 状 況 （ 宮 田 ， 資 料 3）  
 現 在 審 査 中 で あ り ， 1 2月 末 ま で に 審 査 が 完 了 す る 予 定 で あ る 。  

11 .  永 年 功 労 会 員 表 彰 候 補 者 推 薦 （ 宮 田 ， 資 料 3）  
 支 部 よ り 7件 ， 本 部 よ り 1件 が 推 薦 さ れ て い る 。  

1 2 .  永 年 功 労 会 員 表 彰 候 補 者 の 選 考 状 況 （ 宮 田 ， 資 料 3）  
 現 在 審 査 中 で あ り ，1月 中・下 旬 ま で に は 審 査 結 果 が 会 長 に 報 告 さ れ る

予 定 で あ る 。  

1 3 .  農 業 気 象 編 集 ・ 発 行 状 況 （ 小 林 ・ 松 岡 ， 資 料 11）  
 論 文 投 稿 状 況 が 報 告 さ れ た 。 本 部 記 事 の 公 表 形 態 に つ い て ， 大 会 開 催

案 内 な ど の 全 会 員 に 周 知 す る 必 要 の あ る 記 事 は「 農 業 気 象 」に 掲 載 す る 。

大 会 資 料 や 理 事 会 議 事 録 な ど ， 会 員 が 必 要 に 応 じ て 利 用 す る 記 事 は 学 会

H P に 掲 載 す る 。全 会 員 に 周 知 す る 必 要 の あ る 記 事 の 判 断 は ，総 務・庶 務

理 事 が 行 う 。  

1 4 .  農 業 気 象 の 印 刷 ・ 発 行 経 費 削 減 に 関 す る 検 討 状 況 （ 小 林 ， 資 料 11）  
 資 料 に 沿 っ て 検 討 状 況 が 報 告 さ れ た 。 編 集 ・ 発 行 業 務 委 託 会 社 の 変 更

に つ い て ， 編 集 委 員 会 の 移 行 案 を 基 本 的 に 了 承 す る こ と を 確 認 し た 。  

1 5 .  生 物 と 気 象 の 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ へ の 掲 載 状 況 （ 小 林 ， 資 料 11）  
 資 料 に 沿 っ て 論 文 投 稿 状 況 が 報 告 さ れ た 。  

1 6 .  学 会 の あ り 方 委 員 会 報 告 （ 大 政 ）  
 学 会 の 支 部 ・ 各 種 委 員 会 長 が 選 出 し た 者 で 委 員 会 を 構 成 し た 。 幹 事 ，

庶 務 を 決 定 し た 。 ま た ， 意 見 交 換 用 の 掲 示 板 を 立 ち 上 げ た 。  

1 7 .  2 0 0 8年 全 国 大 会 （ 山 口 大 会 ） 進 捗 状 況 （ 荊 木 ， 資 料 1 0）  
 資 料 に 沿 っ て 準 備 状 況 が 報 告 さ れ た 。 ま た ， 申 し 込 み 状 況 に つ い て ，

全 国 大 会 は 発 表 8 4件 ，参 加 1 2 0名 ，国 際 シ ン ポ は 発 表 11 4件 ，参 加 11 0名 で

あ る こ と が 報 告 さ れ た 。  

1 8 .  学 会 ホ ー ム ペ ー ジ へ の 記 事 掲 載 手 続 き の 変 更 （ 富 士 原 ）  
 今 後 ， 掲 載 の 可 否 判 断 が 不 要 な も の は 渋 谷 理 事 に メ ー ル で 依 頼 し ， 同

報 で 総 務 ・ 庶 務 理 事 に 通 知 す る 。 可 否 判 断 を 必 要 と す る 内 容 の 場 合 は ，
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総 務 ・ 庶 務 に 問 い 合 わ せ る 。  

1 9 .  学 会 ホ ー ム ペ ー ジ 掲 載 記 事 （ 富 士 原 ）  
 ホ ー ム ペ ー ジ の 活 用 を 促 す 案 内 用 紙 が 6 3巻 4号 に 挟 み 込 ま れ ，そ の 中 に

記 載 さ れ て い る 旨 ， 説 明 が あ っ た 。  

2 0 .  学 会 ホ ー ム ペ ー ジ 案 内 の た め の 農 業 気 象 1 2月 号 へ の 案 内 用 紙 挟 み 込 み

（ 富 士 原 ）  
 渋 谷 理 事 が 用 意 し た ホ ー ム ペ ー ジ の 活 用 を 促 す 案 内 用 紙 が 6 3 巻 4 号 に

挟 み 込 ま れ て い る 旨 ， 説 明 が あ っ た 。  

2 1 .  日 本 農 学 会 に よ る 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ 維 持 管 理 作 業 担 当 者 の 異 動 （ 富 士

原 ）  
 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ の 運 営 を 委 託 し て い る （ 財 ） 農 学 会 に お い て 担 当 者

が 今 年 度 末 で 交 代 す る 連 絡 を 受 け た 。  

2 2 .  日 本 地 球 惑 星 科 学 連 合 評 議 員 の 代 理 の 選 定 （ 富 士 原 ）  
 評 議 員 は 蔵 田 会 長 と し ， 会 議 等 へ 出 席 す る 代 理 は 鳥 谷 会 員 に 依 頼 し て

了 承 さ れ て い る 。  

2 3 .  日 本 地 球 惑 星 科 学 連 合 第 6回 評 議 会 （ 蔵 田 ）  
 連 合 は 法 人 化 を 目 指 し て お り ， 会 員 は 加 盟 学 協 会 会 員 と 個 人 会 員 の 二

本 立 て で 進 め ら れ て い る 。  

2 4 .  共 催 ・ 後 援 （ 宮 田 ， 資 料 3 , 4）  
 資 料 に 沿 っ て 報 告 さ れ た 。  

2 5 .  フ ェ デ レ ー シ ョ ン （ 農 業 環 境 工 学 系 学 会 連 盟 ） 関 係 （ 蔵 田 ， 青 木 ）  
 1 2月 2日 に 開 催 さ れ た 会 合 に お い て ，2 0 0 9年 以 降 の 合 同 大 会 の 在 り 方 は

次 回 の 会 合 で 検 討 さ れ る こ と ，お よ び 2 0 0 7年（ 5学 会 ）合 同 大 会 で は 参 加

者 7 4 8名 ， 発 表 数 5 7 6課 題 で あ っ た こ と ， 合 同 大 会 開 催 に 対 す る 各 学 会 か

ら の 分 担 金 （ 当 学 会 は 5 0万 円 ） に 加 え て ， 収 支 が 黒 字 で あ っ た こ と か ら

分 担 金 に 応 じ た 金 額 （ 当 学 会 は 7 5 , 0 0 0円 ） が 還 元 さ れ た こ と が 報 告 さ れ

た 。  

2 6 .  広 報 ・ 企 業 担 当 委 員 会 （ 青 木 ）  
 S E N S O R  E X P O  J A PA N（ 2 0 0 8年 4月 2 3日 ～ 2 5日 ）に て セ ミ ナ ー を 開 催 す

る 予 定 で あ る 。  

2 7 .  We b 版 セ ン サ ハ ン ド ブ ッ ク （ 青 木 ）  
 こ の 間 の 進 捗 は な い 。 担 当 者 と し て 小 沢 理 事 お よ び 横 山 仁 会 員 を 加 え

る 。 ま た ， 理 事 の 中 か ら さ ら に 若 干 名 を 追 加 す る こ と も 検 討 し て い る 。  

2 8 .  J - S TA G E オ ン ラ イ ン 審 査 シ ス テ ム （ 荊 木 ）  
 農 業 気 象 の 査 読 に J - S T A G E の シ ス テ ム（ 試 行 中 の シ ス テ ム ）の 採 用 を

検 討 中 で あ り ， シ ス テ ム 設 計 へ の 要 望 を 提 出 し た 。 こ の シ ス テ ム は 来 年

中 の 運 用 開 始 を 目 指 し て い る 。  

2 9 .  学 術 会 議 関 係 （ 青 木 ）  
 「 農 業 と 環 境 」 分 科 会 よ り 屋 上 緑 化 に 関 す る 対 外 報 告 書 を 提 出 し ， 学

術 会 議 よ り 認 め ら れ た 。こ の 対 外 報 告 書 は 印 刷 物 と し て 公 開 さ れ て い る 。 
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［ 審 議 事 項 ］  

 1 .  日 本 農 学 会 次 期 会 長 ・ 副 会 長 候 補 者 リ ス ト 作 成 の た め の 推 薦 （ 富 士 原 ） 
 会 長 に 一 任 し た 。  

 2 .  決 算・予 算 案 の 作 成・討 議 の 日 程 及 び 来 年 度 会 計 年 度 の 変 更（ 朝 倉 ，資

料 5）  
 会 計 年 度 は 3 月 1 日 か ら 2 月 末 日 ま で で あ り ，次 の 総 会（ 2 0 0 8 年 3 月 ）

ま で の 期 間 は 短 い が ， 例 年 通 り に 進 め る 。 今 後 は 継 続 的 に 春 季 に 大 会 を

開 催 し ，そ こ で 総 会 を 行 う 。こ の た め ， 2 0 0 8 年 度 以 降 は 会 計 年 度 ，事 業

年 度 と も ，1 月 1 日 か ら 1 2 月 3 1 日 ま で へ と 変 更 す る こ と を 次 の 総 会（ 2 0 0 8
年 3 月 ） で 提 案 す る （ 2 0 0 8 年 度 は 3 月 1 日 か ら 1 2 月 3 1 日 ） 。  

 
 3 .  予 算 案 の 方 針 （ 朝 倉 ， 資 料 7）  

 次 の 総 会 ま で に 理 事 会 は 開 催 さ れ な い の で ， 総 会 前 に 予 算 原 案 を 理 事

会 メ ン バ ー に メ ー ル で 送 信 し ， 理 事 会 の 承 認 を 得 る 。  
 

 4 .  国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 論 文 審 査 に 関 す る 編 集 委 員 の 補 充 （ 荊 木 ， 資 料 8）  
 編 集 委 員 の 補 充 に 関 す る 編 集 委 員 会 の 提 案 を 承 認 し た 。  

 
 5 .  日 本 農 業 気 象 学 会・日 本 農 業 気 象 学 会 関 東 支 部 合 同 集 会 開 催 方 式・日 時

（ 沖 ， 資 料 9）  
 「 日 本 農 業 気 象 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 日 本 農 業 気 象 学 会 関 東 支 部 合 同 集

会 」 へ と 名 称 を 修 正 す る 。 他 支 部 か ら も 参 加 可 能 で あ る 。 会 期 は 2 0 0 8
年 1 1 月 6 日 ～ 7 日 ， 会 場 は 文 部 科 学 省 研 究 交 流 セ ン タ ー （ つ く ば 市 ） 。 

 
 6 .  学 会 賞 等 受 賞 者 の 副 賞 等 （ 宮 田 ）  

 賞 牌 は 例 年 通 り 必 要 数 を 発 注 す る 。 奨 励 賞 受 賞 者 に も 記 念 品 を 授 与 す

る こ と と し ， 記 念 品 の 選 定 は 庶 務 理 事 に 一 任 す る 。 学 術 賞 ・ 普 及 賞 受 賞

者 お よ び 新 規 永 年 功 労 会 員 は 大 会 懇 親 会 に 招 待 す る 。 ま た ，授 賞 関 連 担

当 庶 務 理 事 の 必 要 性 が 説 明 さ れ ， 適 任 者 の 選 任 を 進 め る こ と と な っ た 。  
  

7 .  本 学 会 紹 介 用 展 示 パ ネ ル 作 成 担 当 者 の 選 定 （ 宮 田 ）  
 「 生 物 と 気 象 」 の 表 紙 を 活 用 す る 案 を 基 本 に ， 広 報 ・ 企 業 担 当 委 員 会

で 検 討 す る 。  
 
8 .  日 本 農 業 工 学 会 事 務 局 の 受 け 入 れ の 可 否 （ 宮 田 ， 資 料 3， 6）  

 現 段 階 で は 目 処 が 立 た な い 旨 を 回 答 す る 。  
 
9 .  学 会 名 称 に つ い て  

 2 0 0 8 年 全 国 大 会（ 山 口 大 会 ）の 期 間 中 に 学 会 名 称 検 討 の た め の 理 事 会

を 開 催 す る 。 荊 木 理 事 が 後 日 ， 理 事 会 開 催 日 時 を 提 示 す る 。  
 
1 0 .  そ の 他  

 本 部 の ホ ー ム ペ ー ジ に 支 部 会 誌 の 記 事 や 支 部 の お 知 ら せ を 掲 載 す る 件
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に つ い て ， ど の よ う な 形 式 に す る か を ホ ー ム ペ ー ジ 担 当 理 事 と 協 議 し ，

支 部 長 と 支 部 連 絡 先 に 通 知 す る 。  
 
 
［ そ の 他 ］  
1 .  2 0 0 7 年 度 第 3 回 理 事 会 の 開 催 予 定  

 学 会 名 称 検 討 の た め の 理 事 会 を 2 0 0 7 年 度 第 3 回 理 事 会 と す る 。  
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